
青森県における
特徴的なスマート農業の取組

令和６年１２月１８日 スマート農業推進フォーラム

青森県農林水産部農林水産政策課 主査 岡山 巧



• 普及上の問題点（課題）と解決に向けた取組

１ ハード面

• 長期化が予想される物価高騰に対応するための緊急的な経営支援

• 農業ＤＸの実践による生産効率の改善

⇒県単事業や国庫事業によるスマート農業技術の導入支援

２ ソフト面

• 農業のデジタル技術に精通した農業法人、民間企業、試験研究機関、県が
連携した農業生産システムの革新

⇒あおもり「農業ＤＸ」推進事業（県単）による本県農業に適したデジタル

技術の実証や、普及指導員等のデジタルリテラシーの向上



• 国の臨時交付金を活用したスマート農業機械等の導入支援
①農林水産関連物価高騰等対策事業（R５）

②青森県物価高騰対応「スマート農業機械」導入促進事業（R６）

Ｒ６年度Ｒ５年度
⑥スマート農業機械等導入

支援タイプのみ

505785要望件数
（件）

398303採択件数
（件）

2,591,3052,979,640要望額
（千円）

2,080,9631,538,131採択額
（千円）

8052採択率
（％）

⇒R5～R6年度で、
約700経営体に約36億円の支援

R5:新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金
R6:物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金（特徴的な取組）

表．県単事業によるスマート農業機械の導入実績



• トマトの高度環境制御栽培施設の導入（むつ市）
事業名：令和４年度産地生産基盤パワーアップ事業

総事業費：3,187,800千円（国費1,449,000千円）

栽培規模：約3ha, 115,320株

（特徴的な取組）



• トヨタ式現場カイゼン手法の導入
（R３～５：りんごの生産法人、R６：大規模野菜生産者）

• コンソーシアムの公募による農業DXに係る実証委託

・木箱を運ぶ
距離が短縮

・機械と人の
動線が重な
らない(安全、
作業が中断
しない）

（特徴的な取組）



• 普及指導員等のデジタルリテラシー向上
①オランダ王国における先進国視察

②指導ツール「青天ナビ」を活用した技術指導

（特徴的な取組）



• 青森県におけるスマート農機の販売台数
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（単位：台）

⇒スマート農機の導入状況は年々上昇傾向。
※ Ｒ５は10月末までの実績、主要メーカーからの聞き取りによる

(青森県農林水産部農林水産政策課）


